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写真１  「松前えそ図」（重要文化財菅茶山関係資料 絵図-40） 写真２  「松前えそ図」の 

端裏書 

写真３  

 「文化改正 拾遺日本北

地全図」（守屋壽コレクショ

ン 当館蔵） 
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で
あ
っ
た
平
戸
藩
生
月
島
の
捕
鯨
集
団
の
指
導
者
益
富
又
左
衛
門
が
、
幕
府
の
役
人
達
と
と

も
に
現
地
の
見
分
を
行
っ
た
。
結
果
は
、
捕
鯨
集
団
の
生
活
が
成
り
立
つ
ほ
ど
の
も
の
に
は

な
ら
な
い
と
の
判
断
が
下
さ
れ
、
捕
鯨
集
団
の
移
住
計
画
は
頓
挫
し
た
。 

 

翻
っ
て
「
松
前
蝦
夷
図
」
の
端
裏
書
に
は
淡
々
と
し
た
事
実
の
み
が
書
か
れ
る
が
、
そ

れ
は
た
だ
平
戸
の
鯨
漁
師
が
北
の
果
て
に
見
分
に
赴
い
た
と
い
う
「
物
珍
し
い
話
」
と
い
う

の
で
は
な
く
、
こ
の
背
景
に
は
ロ
シ
ア
の
南
下
に
対
す
る
幕
府
の
危
機
意
識
が
あ
っ
た
、
と

い
う
こ
と
を
菅
茶
山
も
理
解
し
た
上
で
こ
の
地
図
や
蝦
夷
地
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、
現
代
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
が
「
松
前
え
そ
図
」
を
見
た
時
、
多
く
の
人
が
無

意
識
の
う
ち
に
北
海
道
の
地
図
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
化
年
間
当

時
に
お
い
て
、
蝦
夷
地
（
北
海
道
本
島
）
の
外
形
が
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
る
と
の
認
識
を
持

っ
て
い
た
人
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
蝦
夷
地
や
江
戸
か

ら
も
遠
く
離
れ
た
西
国
の
福
山
藩
領
に
、
こ
の
よ
う
な
外
形
の
「
蝦
夷
地
」
の
地
図
が
も
た

ら
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
図
が
初
例
で
あ
っ
た
可
能
性
す
ら
あ
る
。 

実
際
に
、
十
九
世
紀
初
頭
の
段
階
で
は
、
北
海
道
本
島
の
図
形
に
つ
い
て
、
幕
府
な
ど
の

蝦
夷
地
政
策
に
関
わ
る
ご
く
一
部
の
関
係
者
を
除
い
て
（
や
や
大
げ
さ
に
言
え
ば
）
世
界
中

の
ほ
と
ん
ど
誰
も
知
り
得
な
か
っ
た
情
報
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
松
前
藩
が

十
八
世
紀
末
に
作
成
し
た
地
図
は
、
茶
山
の
蝦
夷
図
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
文
化
年
間
に
印
刷
さ

れ
商
業
出
版
さ
れ
た
が
（
写
真
３
）
、
一
見
し
て
分
か
る
通
り
形
は
扁
平
で
方
角
の
精
度
は

高
く
な
い
。
そ
の
後
も
、
同
様
の
扁
平
な
北
海
道
本
島
の
図
形
は
様
々
な
形
で
流
布
し
て
お

り
、
こ
れ
が
市
井
に
流
布
し
て
い
た
「
蝦
夷
地
」
の
外
形
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
い
く
ら

菅
茶
山
が
全
国
各
地
の
学
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
地
方
に
暮
ら

す
一
介
の
藩
儒
の
下
に
「
松
前
え
そ
図
」
の
よ
う
な
当
時
最
新
の
測
量
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
５
）

。 

そ
の
よ
う
な
文
脈
で
「
松
前
え
そ
図
」
を
捉
え
た
時
、
茶
山
が
写
本
を
二
鋪
作
成
し
て
い

た
こ
と
は
、
茶
山
自
身
、
本
図
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
の
表
わ
れ
と
も
解
釈
が
で
き
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
（
６
）

。 

 

(

２) 

谷
東
平
に
つ
い
て 

 

と
こ
ろ
で
、
茶
山
と
「
蝦
夷
図
」
を
貸
借
し
た
と
推
測
さ
れ
る
谷
東
平
と
は
ど
の
よ
う
な

人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
生
ま
れ
の
備
中
の
測
量
家
で
、
上

方
や
江
戸
で
測
量
、
算
術
を
修
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
上
方
で
は
麻
田
剛
立
ら
に
師

事
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
江
戸
で
伊
能
忠
敬
に
天
文
学
や
測
量
を
学
ん
だ
と
い
う
。
伊
能
測

量
隊
が
備
中
を
測
量
調
査
に
訪
れ
た
際
、
東
平
も
一
緒
に
測
量
を
行
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ

も
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
、
文
化
年
間
の
初
め
頃
に
は
帰
郷
し
て
い
た
よ
う
だ
。
算
術
や
測
量
の
著
作
も
遺
し

て
お
り
、
郷
里
で
塾
を
主
宰
し
後
進
を
育
て
た
。
独
自
に
備
中
国
の
測
量
図
も
製
作
し
た
と
言

わ
れ
る
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
五
〇
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。 

 

茶
山
と
の
関
わ
り
を
見
る
と
、
彼
の
日
記
に
は
し
ば
し
ば
谷
東
平
の
名
前
が
見
え
、
継
続

的
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
現
在
確
認
で
き
る
中
で
は
、
茶
山
の
日
記
に
最
初
に

登
場
す
る
の
が
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
七
月
二
十
五
日
で
「
谷
東
平
恵
東
国
名
勝
図
」
、

同
九
年
（
一
八
一
二
）
二
月
十
六
日
に
は
「
東
平
来
借
天
書
数
事
」
、
同
十
年
（
一
八
一
三
）

三
月
二
十
四
日
に
は
「
東
平
来
還
備
後
図
」
と
あ
る
。
東
平
は
「
蝦
夷
図
」
の
ほ
か
に
も
茶

山
に
地
図
資
料
や
天
文
書
を
提
供
し
た
り
、
貸
し
借
り
し
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ち
な
み
に
、
東
平
の
号
「
以も

ち

燕す
け

」
は
茶
山
が
名
付
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
谷
東
平
は
、
備
後
国
箱
田
村
の
庄
屋
を
務
め
た
細
川
家
と
も
つ
な
が
り
が
深
か
っ
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た
。
文
化
四
年
に
伊
能
忠
敬
が
福
山
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
同
家
子
息
が
伊
能
忠
敬
の
門
下

に
入
り
（
こ
の
人
物
は
後
に
箱
田
良
助
を
名
乗
る
）
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
伊
能
忠

敬
の
測
量
旅
行
の
一
員
と
な
る
に
当
た
っ
て
誓
約
書
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
後
見
人
に
、
実

父
と
と
も
に
谷
東
平
が
連
署
し
て
い
る
（
７
）

。 

 

伊
能
忠
敬
に
箱
田
良
介
を
紹
介
し
た
の
は
谷
東
平
と
推
定
さ
れ
、
伊
能
忠
敬
の
谷
東
平
に

対
す
る
信
頼
の
様
子
も
推
し
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

谷
東
平
は
、
伊
能
忠
敬
と
も
親
交
が
あ
り
、
麻
田
剛
立
の
門
下
で
も
あ
っ
た
の
で
、
江
戸

や
上
方
で
活
動
す
る
中
で
、
当
時
の
著
名
な
測
量
家
た
ち
と
の
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
中
で
谷
東
平
は
近
藤
重
蔵
系
の
「
蝦
夷
図
」
を

入
手
で
き
る
立
場
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

二 

「
従
尾
張
国
至
蝦
夷
北
極
出
地
度
量
図
」
に
つ
い
て 

 

(

１) 

資
料
の
基
本
情
報
と
来
歴 

本
資
料
は
、
畳
物
の
地
図
は
展
開
す
る
と
不
定
形
（
写
真
４
ａ
）
で
、
最
大
長
二
四
四
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
二
〇
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。 

地
図
の
端
書
に
は
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
五
月
二
十
三
日
か
ら
六
月
二
日
に
「
澣
華
井
」

が
筆
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
幹
華
井
は
、
越
後
高
田
藩
の
中
老
を
務
め
た
鈴
木
甘
井
の
号

で
、
本
図
が
こ
の
人
物
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

本
図
が
守
屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
所
収
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
わ

ず
か
に
昭
和
十
年
代
に
、
東
京
で
公
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
８
）

。 

  

(

２) 

「
文
化
元
年
東
日
本
小
図
」
と
筆
写
し
た
人
物 

  

で
は
、
こ
の
鈴
木
甘
井
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
上
越
市
史
』

と
『
高
田
市
史
』
等
に
よ
っ
て
概
観
し
た
い
。 

 

こ
の
人
物
は
越
後
高
田
藩
の
鈴
木
弥
市
右
衛
門
で
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
生
ま
れ

て
い
る
。
田
沼
時
代
に
藩
の
江
戸
詰
の
中
老
と
し
て
、
積
極
的
な
殖
産
興
業
策
を
講
じ
、
藩

の
財
政
再
建
に
貢
献
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
寛
政
期
以
降
、
田
沼
時
代
の
風
潮

が
退
け
ら
れ
る
中
で
、
反
対
勢
力
に
よ
っ
て
処
分
を
受
け
隠
居
し
た
と
い
う
。 

 

彼
は
、
江
戸
詰
時
代
か
ら
、
茶
道
、
有
職
故
実
、
本
草
等
の
芸
事
・
学
問
に
秀
で
た
好
学

の
士
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
人
物
で
、
多
く
の
文
化
人
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

と
り
わ
け
俳
諧
に
は
秀
で
て
い
た
よ
う
で
、
高
田
藩
の
俳
諧
を
牽
引
す
る
存
在
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
「
澣
花
井
」（
「
澣
華
井
」
）
は
、
基
本
的
に
俳
句
の
号
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
文
化

九
年
（
一
八
一
二
）
に
亡
く
な
る
が
、
そ
の
直
前
に
、
自
ら
の
蔵
書
を
藩
に
寄
贈
し
た
。 

現
在
、
地
元
に
も
彼
の
著
述
や
記
録
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
像
が
不
明

な
点
が
多
い
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
と
伊
能
忠
敬
の
交
流
の
有
無
も
不
明
で
あ
る
が
、
伊

能
忠
敬
が
測
量
の
た
め
に
越
後
高
田
に
入
っ
た
の
が
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
で
、
こ
の
時

一
行
が
宿
泊
し
た
宿
は
、
鈴
木
甘
井
の
屋
敷
と
比
較
的
近
い
場
所
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
面

識
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
茶
山
と
忠
敬
に
見
ら
れ
る
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を

伝
え
る
史
料
は
確
認
で
き
な
い
。 

 

ち
な
み
に
、
甘
井
が
高
田
藩
に
寄
贈
し
た
書
物
の
多
く
は
散
逸
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
一

部
現
存
し
地
元
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
絵
図
類
も
数
点
あ
る
も
の
の
、
城
の
絵
図

や
街
道
の
絵
図
で
、
本
図
の
よ
う
な
広
域
の
地
図
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。 
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写真４a  「従尾張国至蝦夷北極出地度量図」（守屋壽コレクション 当館臓） 

写真４c 

写真４b 

写真５a  「従尾張国至蝦夷北極出地度量図説」 

（守屋壽コレクション 当館臓） 

写真５b 
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表１  文化元年東日本伊能小図の類例一覧（縮小図を含む） 

図１   

文化元年東日本伊能小図の展開時

の平面形比較 

※1-3 は焼失した原本に近い資料。4-12・15はその他の写本。13・14は縮小図。
鈴木純子「伊能図の内容と構成（『伊能図大全』河出出版）をもとに作成 

平面形 年代 所蔵先 備　考（《内題・外題等》）

1 不定形
文化元年
(1804)頃

個人 伊能忠敬作成。伊能家に伝わった副本

2 長方形 同上 国文学研究資料館 伊能忠敬作成。旧津軽家伝来の副本

3 長方形 同上 国立国会図書館
伊能忠敬作成。
堀田摂津守（忠敬測量時の若年寄）旧蔵
《日本沿海分間図官撰東国完》

4 長方形 不明 神戸市立博物館 佐野常民旧蔵

5 長方形 不明 国立国会図書館
勘定奉行中川忠英旧蔵。文化４年に蝦夷地派遣。
《日本沿海分間図官撰東国完》

6 長方形 不明 名古屋市蓬左文庫
尾張藩士大道寺家用人水野正信筆写
《大日本沿海里程測量図》

7 長方形
嘉永元年
(1848)

前田尊経閣文庫 加賀藩士藤井三郎が筆写

8 長方形 不明 早稲田大学図書館 旗本久須美家旧蔵

9 長方形
文政12年
(1839)

古河歴史博物館 鷹見泉石関係資料（国重文）。鷹見泉石筆写

10 長方形 幕末期 長崎歴史文化博物館 峰源助筆写，安政期頃か

11 長方形 不明 那谷寺（石川県）

12 長方形 不明 宮内庁書陵部

13 長方形 不明 太皷谷稲荷神社（島根県） 1/2の縮図。

14 長方形 不明 国立公文書館 同上

15 不定形
文化４年
(1807)

広島県立歴史博物館
守屋壽コレクション

越後高田藩の鈴木甘井筆写。
《従尾張国至蝦夷北極出地度量図》
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(
３) 

地
図
と
本
資
料
の
特
徴
～
類
例
と
の
比
較
か
ら
～ 

 

本
資
料
は
、
文
化
元
年
東
日
本
小
図
と
呼
ば
れ
る
伊
能
図
の
写
本
で
あ
る
。
文
化
元
年
東

日
本
図
は
、
伊
能
忠
敬
が
、
ま
だ
幕
府
の
直
轄
事
業
で
は
な
い
第
一
次
～
四
次
調
査
の
成
果

を
ま
と
め
て
地
図
化
し
た
も
の
で
、
幕
府
に
上
呈
さ
れ
、
高
い
評
価
を
受
け
た
。
こ
の
結
果

伊
能
忠
敬
は
全
国
の
測
量
調
査
と
地
図
製
作
が
幕
府
に
認
め
ら
れ
、
以
後
の
調
査
と
日
本
全

図
の
作
成
を
幕
府
の
直
轄
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
文
化
元
年
東
日
本
図
は
伊
能

忠
敬
に
と
っ
て
も
文
字
通
り
画
期
的
な
成
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
伊
能
図
に
は
縮
尺
に

よ
り
、
大
図
・
中
図
・
小
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
本
資
料
は
そ
の
う
ち
の
小

図
で
縮
尺
は
三
分
一
里
（
約
四
三
二
、
〇
〇
〇
分
の
一
）
で
あ
る
。 

 

で
は
、
本
資
料
に
つ
い
て
、
資
料
名
、
形
状
、
針
孔
、
端
書
の
四
つ
の
観
点
で
、
類
例
等

と
比
較
し
て
、
そ
の
特
徴
を
確
認
す
る
。
な
お
、
鈴
木
純
子
氏
に
よ
れ
ば
、
文
化
元
年
東
日

本
小
図
の
写
本
等
の
類
例
は
、
表
①
の
と
お
り
で
あ
る
。 

① 
 

資
料
名 

本
資
料
に
は
表
紙
が
付
い
て
お
り
、
そ
こ
に
は
外
題
（
従
尾
張
国
至
蝦
夷
北
極
出
地
度
量

図
）
が
記
さ
れ
た
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
尾
張
国
か
ら
蝦
夷
地
に
至
る
北
極
出
地
（
＝
緯

度
）
の
実
測
図
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
一
方
で
表
①
に
示
し
た
他
の
類
例
に
つ
い
て
は
、

筆
者
が
実
見
で
き
て
お
ら
ず
、
内
題
や
外
題
な
ど
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、「
沿
海
地
図
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
№
２
・
４
は
「
日
本
沿
海
分
間
図
官
撰
東
国
完
」
と
あ

り
、
文
化
元
年
の
伊
能
図
は
こ
う
い
っ
た
名
称
の
図
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
と
比

較
し
て
も
、
本
資
料
の
名
称
が
独
特
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

国
宝
伊
能
忠
敬
関
係
資
料
に
は
、
伊
能
忠
敬
が
残
し
た
地
図
関
係
の
資
料
に
「
従
◇
◇
至
△

△
北
極
出
地
度
量
図
」
と
い
う
名
称
の
も
の
が
一
定
数
あ
り
（
９
）

、
本
資
料
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
、
こ
れ
ら
と
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
能
忠
敬
の
地
図
ら
し
い
も
の
と
言
え
る
か
も
知

れ
な
い
。 

② 
 

形
状 

本
資
料
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
表
紙
付
き
の
畳
物
で
あ
る
が
、
展
開
す
る
と
不
定
形
の
プ

ラ
ン
を
呈
す
る
。
一
方
で
表
①
に
示
し
た
現
在
知
ら
れ
て
い
る
類
例
は
ほ
と
ん
ど
が
長
方
形

の
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
不
定
形
を
呈
す
る
の
は
伊
能
家
の
控
え
図
と
み
ら
れ
る
現
在
個
人
蔵
の

図
（
以
下
、
「
旧
伊
能
家
本
」
と
い
う
）
の
み
で
あ
る
（
図
１
）
。
こ
の
こ
と
に
は
注
目
を

し
て
お
き
た
い
（
10 
）

。 

ま
た
、
本
資
料
に
は
、
識
語
・
跋
文
・
測
量
デ
ー
タ
・
凡
例
な
ど
の
文
字
情
報
を
収
録
し

た
折
本
装
の
「
従
尾
張
国
至
蝦
夷
北
極
出
地
度
量
図
説
」
が
伴
う
。
こ
の
こ
と
も
本
資
料
の

大
き
な
特
色
で
あ
る
。
他
の
類
例
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
字
情
報
は
畾
紙
（
地
図
の
余
白
部
分
）

に
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
一
点
、
旧
伊
能
家
本
の
み
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
図
中
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
も
、
本
資
料
の
特
徴
と
一
致
し
て
い
る
（
11 
）

。 

幕
府
に
提
出
さ
れ
た
東
日
本
伊
能
小
図
は
、
そ
の
後
焼
失
し
た
た
め
、
実
物
が
残
っ
て
お

ら
ず
、
そ
の
形
状
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
例
え
ば
表
①
の
№
２
・
３
は
、
伊
能
忠
敬
が
製
作

し
た
も
の
で
、
幕
府
に
提
出
し
た
図
の
複
製
と
し
て
作
成
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
他
の
類
例
が
い
ず
れ
も
同
様
の
特
徴
を
も
つ
（
長
方
形
の
プ
ラ
ン
で
、
畾
紙
に
文
字
情

報
を
伴
う
ス
タ
イ
ル
）
こ
と
も
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
こ
の
系
統
の
写
本
と
考
え
る
と
説
明

が
付
く
。
こ
れ
ら
を
仮
に
「
幕
府
上
呈
図
系
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
一
方
で
、
本
資
料
と

旧
伊
能
家
本
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
特
徴
か
ら
「
幕
府
上
呈
図
系
」
と
は
異
な
る
別
の
系
統

に
分
類
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
「
伊
能
家
本
系
」
と
仮
に
呼
ぶ
こ
と

と
す
る
。 

③ 
針
孔 

伊
能
忠
敬
が
作
成
し
た
系
統
の
地
図
を
一
般
に
「
伊
能
図
」
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
ら
は
大
ま
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か
に
、
伊
能
忠
敬
が
作
成
し
た
原
本
（
下
図
を
含
む
）
、
伊
能
忠
敬
が
依
頼
を
受
け
て
作
成

し
た
複
製
、
第
三
者
が
筆
写
し
た
写
本
に
分
類
で
き
る
。 

こ
の
う
ち
、
伊
能
忠
敬
が
作
成
に
関
わ
っ
た
地
図
は
、
図
中
に
作
成
時
の
痕
跡
と
し
て
小

さ
な
針
孔
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
12 
）

。
一
方
、
針
孔
の
な
い
伊
能
図
の
写

本
は
、
図
の
精
緻
さ
に
お
い
て
、
伊
能
図
が
本
来
備
え
て
い
る
細
や
か
さ
を
必
ず
し
も
反
映

で
き
て
い
な
い
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

実
際
、
本
資
料
に
は
針
孔
が
な
い
。
旧
伊
能
家
本
と
本
図
の
海
岸
線
の
描
線
を
比
較
す
る

と
、
本
資
料
で
は
海
岸
線
な
ど
屈
曲
し
た
描
線
が
単
純
化
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
甘
い
線

と
な
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
針
孔
の
あ
る
伊
能
図
の
写
本
は
、
忠
敬
が
作
成
に
関
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
伊
能
図
を
研
究
・
評
価
す
る
上
で
こ
の
針
孔
の
有
無
が
、
写
本
と
し
て
の
資
料

を
評
価
す
る
際
の
重
要
な
情
報
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
本
資
料

に
は
「
針
孔
が
な
い
」
こ
と
を
特
徴
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。 

④ 

端
書 

先
述
の
通
り
、
本
図
に
は
筆
写
し
た
人
物
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
端
書
が
あ
り
、
「
原
本
此

印
不
見
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
４
ｂ
）
。 

 

表
①
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
本
資
料
は
、
年
代
が
確
定
で
き
る
東
日
本
伊
能
小
図
の
写
本

の
う
ち
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
最
も
古
い
事
例
で
あ
る
。
伊
能
忠
敬
が
原
図
を
完
成
さ
せ

た
の
が
文
化
元
年
七
月
な
の
で
、
わ
ず
か
三
年
足
ら
ず
で
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

ま
た
、
本
資
料
の
図
中
お
よ
び
図
説
（
別
帖
）
に
記
載
の
凡
例
の
部
分
に
は
、
筆
写
し
た

際
に
鈴
木
甘
井
の
補
足
と
み
ら
れ
る
小
さ
な
注
記
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
原
本
此
印

不
見
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
（
写
真
５
ｂ
）
。
凡
例
に
印
が
あ
る
以
上
、
本
来
は
図
中
に
示

さ
れ
て
い
る
べ
き
記
号
が
、
鈴
木
甘
井
が
入
手
し
た
「
原
本
」
に
は
、
図
中
に
見
当
た
ら
な

い
こ
と
を
書
き
留
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
写
本
を
閲
覧
す
る
際
の
注
意
書
き
で
あ
る

と
同
時
に
「
原
本
」
の
記
載
漏
れ
を
指
摘
し
た
形
に
も
な
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
本
資
料
と
「
旧
伊
能
家
本
」
が
、
題
名
や
形
状
か
ら
、
本
図
資
料
が
他
の
「
幕

府
上
呈
図
系
」
と
は
異
な
る
「
伊
能
家
本
系
」
の
系
統
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
に
つ
い

て
は
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
だ
が
、
で
は
、
両
者
に
何
ら
か
の
関
係
性
は
見
出
せ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
甘
井
が
「
此
印
不
見
」
と
し
た
箇
所
を
「
旧
伊
能
家
本
」
の
図
中
の
内
容
を
確
認

す
る
と
、
当
然
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
デ
ー
タ
が
漏
れ
な
く
記
さ
れ
、
凡
例
の
記
号
は
図
中
に

全
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
甘
井
が
入
手
し
た
「
原
本
」
が
、
「
旧
伊
能
家
本
」
で

な
か
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
鈴
木
甘
井
筆
写
の
伊
能
小
図
は
、「
旧
伊
能
家
本
」
の
孫
図
（
二

次
的
な
写
本
）
ま
た
は
そ
の
次
以
降
の
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。 

本
図
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
「
旧
伊
能
家
本
」
の
系
統
の
写
本
は
確
認
さ
れ
て
お

ら
ず
、
「
旧
伊
能
家
本
」
が
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
、
こ

の
よ
う
な
事
例
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
図
が
初
例
で
あ
る
こ

と
を
鑑
み
て
も
こ
の
よ
う
な
写
本
は
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。
甘
井
が
入
手
し
た
「
原
図
」
は
希
少
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
写
本
を
、
特
に
伊
能
忠
敬
と
親
密
な
交
流
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
越
後
在

住
の
知
識
人
が
筆
写
し
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
興
味
深
い
。 

本
図
は
、
文
化
元
年
に
伊
能
忠
敬
が
作
成
し
た
東
日
本
伊
能
図
の
写
本
で
あ
る
が
、
単
に

年
代
が
確
定
す
る
最
も
古
い
作
例
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
う
ち
で

唯
一
の
「
旧
伊
能
家
本
」
の
系
統
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
、
そ
の
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。 
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三 

両
図
の
比
較
検
討
を
通
し
て 

  

こ
こ
ま
で
、
二
つ
の
北
方
図
の
概
略
と
特
徴
を
紹
介
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
両
者
を

比
較
検
討
し
、
と
り
わ
け
、
両
者
の
共
通
点
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る

十
九
世
紀
初
め
に
お
け
る
地
図
の
地
方
へ
の
伝
播
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
。 

 

両
図
の
共
通
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
と
も
に
幕
府
系
の
北
方
図
と
い
う
点
で
あ

る
。
ま
た
、
筆
写
年
代
が
文
化
五
年
頃
ま
で
と
、
時
期
が
近
い
の
も
共
通
点
と
言
え
よ
う
。

そ
の
ほ
か
、
筆
写
・
所
蔵
者
が
、
地
方
に
住
む
半
ば
在
野
の
知
識
人
で
あ
る
こ
と
や
、
両
図

と
も
針
孔
が
な
い
写
本
で
あ
る
点
も
共
通
点
す
る
。
こ
れ
ら
つ
い
て
、
順
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。 

 

ま
ず
、
「
松
前
え
そ
図
」
も
「
東
日
本
伊
能
小
図
」
も
、
元
々
の
原
図
は
民
間
や
藩
の
レ

ベ
ル
で
作
成
し
た
も
の
で
は
な
く
、
幕
府
が
製
作
に
深
く
関
与
し
た
地
図
で
あ
る
。
「
松
前

え
そ
図
」
は
、
寛
政
期
か
ら
享
和
、
文
化
初
年
頃
に
、
幕
府
が
、
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
へ
の

対
応
に
迫
ら
れ
る
中
、
蝦
夷
地
の
調
査
を
実
施
し
、
沿
岸
測
量
を
行
っ
て
作
成
し
た
地
図
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
茶
山
が
裏
書
き
し
た
「
蝦
夷
地
で
の
調
査
に
使
用
し
た
地
図
」
、

と
い
う
の
は
、
情
報
の
真
偽
の
検
証
は
必
要
と
な
る
も
の
の
時
代
状
況
を
鑑
み
れ
ば
一
定
の

説
得
力
は
あ
る
と
言
え
る
。 

 

「
東
日
本
伊
能
小
図
」
に
描
か
れ
る
蝦
夷
地
は
、
寛
政
十
二
年
の
伊
能
忠
敬
の
第
一
次
調

査
で
行
っ
た
蝦
夷
地
の
太
平
洋
側
の
地
形
の
み
で
あ
る
が
、
伊
能
忠
敬
が
蝦
夷
地
の
地
形
を

測
量
し
た
の
も
、
幕
府
が
蝦
夷
地
経
営
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
作
成
の
動
機
に
幕
府
が
関
与
し
て
い
る
地
図
、
且
つ
蝦
夷
地
と
い
う

当
時
ほ
と
ん
ど
未
知
の
土
地
の
地
図
を
、
作
成
か
ら
数
年
以
内
と
い
う
情
報
の
「
鮮
度
」
が

高
い
時
期
に
外
部
に
伝
播
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
興
味
深
い
。 

 

次
に
、
筆
写
の
時
期
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
両
図
の
筆
写
時
期
、
す
な
わ
ち
文
化
四
～

五
年
と
い
え
ば
、
文
化
二
年
三
月
に
半
年
間
の
軟
禁
を
経
て
レ
ザ
ノ
フ
に
長
崎
か
ら
の
退
去

を
命
じ
、
翌
三
年
九
月
、
四
年
五
月
に
い
わ
ゆ
る
文
化
露
寇
事
件
（
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
）

が
発
生
す
る
な
ど
、
ロ
シ
ア
と
の
対
立
や
沿
岸
防
備
な
ど
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
期
に
、
精
度
の
高
い
地
図
が
、
地
方
に
流
布
し
写
本
が
作
成
・
所
蔵
さ
れ

て
い
た
事
例
が
複
数
あ
る
こ
と
は
、
単
な
る
偶
然
か
、
当
時
の
あ
り
様
を
あ
る
程
度
反
映
し

た
も
の
か
、
現
段
階
で
は
判
断
材
料
に
欠
け
る
が
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
北
方
図
の
地
方

伝
播
に
は
注
目
し
た
い
。 

 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、
伊
能
忠
敬
の
門
下
生
で
も
あ
っ
た
谷
東
平
は
、
茶
山
と
親

交
が
あ
り
地
図
資
料
や
天
文
書
な
ど
を
貸
借
し
て
い
た
。
東
平
は
、
そ
の
経
歴
か
ら
も
茶
山

の
他
に
も
文
人
や
測
量
家
と
様
々
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
、
蝦
夷
地
の
地

図
を
始
め
、
貴
重
な
地
図
を
入
手
し
筆
写
し
た
の
だ
ろ
う
。
仮
に
「
松
前
え
そ
図
」
を
東
平

が
入
手
し
、
茶
山
に
貸
し
た
と
す
れ
ば
、
東
平
が
そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
一
方
の
「
東
日
本
伊
能
小
図
」
に
つ
い
て
は
、
甘
井
が
誰
か
ら
入
手
し
た

の
か
具
体
的
な
候
補
も
見
当
た
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
中
で
、
伊
能
忠
敬
に
近
く

「
旧
伊
能
家
本
」
を
写
す
こ
と
が
で
き
た
人
物
を
想
定
し
た
い
。 

 

茶
山
も
甘
井
も
、
藩
や
幕
府
な
ど
公
的
な
手
続
き
を
経
て
こ
れ
ら
の
北
方
図
を
入
手
し
た

わ
け
で
な
く
、
伊
能
忠
敬
な
ど
幕
府
の
調
査
事
業
に
関
わ
っ
た
人
物
と
つ
な
が
り
が
あ
る
者

を
経
由
し
て
入
手
し
た
こ
と
が
窺
え
る
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
言
わ
ば
知
識
人
達
の
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
機
能
し
て
、
通
常
な
ら
所
持
す
る
ど
こ
ろ
か
閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

よ
う
な
幕
府
系
の
地
図
が
地
方
に
伝
播
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
13 
）

。 

 

菅
茶
山
は
福
山
藩
の
藩
儒
で
あ
る
が
、
非
常
勤
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
は
在
野
の
学
者
・
教

育
者
で
あ
っ
た
。
鈴
木
甘
井
も
か
つ
て
は
江
戸
詰
の
中
老
と
し
て
、
藩
政
の
一
翼
を
担
っ
て
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い
た
が
、
寛
政
期
以
降
、
隠
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
城
下
で
塾
を
主
催
す
る
な
ど
、
藩
府
と
は

一
定
の
距
離
を
置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
も
に
地
域
を
代
表
す
る
知
識
人
の
一

人
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
下
に
幕
府
系
の
北
方
図
が
非
公
式
な
ル
ー
ト
で
も
た
ら
さ
れ
写
本

と
し
て
伝
存
し
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
の
対
外
関
係
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
を
示
す
一
例
と
捉
え
た
い
。 

 

現
段
階
で
は
対
露
関
係
の
事
件
な
ど
に
関
し
て
、
こ
の
二
人
の
知
識
人
が
考
え
を
示
し
た

よ
う
な
記
録
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
西
洋
の
船
が
日
本
列
島
周
辺
に
出
没
し
始
め
る
な

ど
、
変
化
し
つ
つ
あ
る
時
代
状
況
の
中
で
、
北
方
や
西
洋
諸
国
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
関
心

を
高
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

最
後
に
、
針
孔
が
な
い
と
い
う
共
通
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。 

 

地
図
を
筆
写
す
る
に
は
、
い
く
つ
か
方
法
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
針
孔
を
穿
っ

て
作
成
さ
れ
た
複
製
で
は
、
図
形
は
よ
り
正
確
に
写
し
取
ら
れ
、
描
線
も
シ
ャ
ー
プ
に
描
く

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
上
か
ら
重
ね
て
の
敷
き
写
し
や
、
左
右
に
並
べ
て
の

模
写
で
あ
れ
ば
、
図
形
や
描
線
も
正
確
さ
を
欠
き
、
地
図
と
し
て
の
精
度
は
下
が
っ
て
し

ま
う
。 

 

地
図
は
、
そ
も
そ
も
そ
こ
に
あ
る
情
報
（
描
線
や
地
名
な
ど
の
情
報
、
凡
例
、
彩
色
な
ど
）

に
価
値
が
置
か
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
針
孔
が
あ
る
も
の
は
、
原
図
を
よ
り
正

確
に
写
し
取
ら
れ
た
図
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
点
で
資
料
的
な
価
値
が
高
ま
る
と
い
う
の

は
、
一
般
的
に
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
取
り
上
げ
た
両
図
の
よ
う
に
、
文
化
人
・
知
識
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
）
地
図
を
借
り
た
側
が
手
元

に
置
い
て
お
こ
う
と
す
れ
ば
写
本
を
作
成
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
し
か
し
、
借
用
し
た

図
を
汚
さ
ず
傷
め
ず
返
却
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
針
孔
を
開
け
て
ま
で
正
確
な
写
し
を
作

る
こ
と
は
で
き
ず
、
多
少
の
精
度
の
低
下
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
敷
き
写
し
な
ど
別

の
方
法
で
図
を
写
す
の
が
当
然
と
思
わ
れ
る
。 

 

今
回
取
り
上
げ
た
両
図
に
関
し
て
は
、
針
孔
が
な
い
事
や
情
報
の
欠
落
な
ど
に
つ
い
て

も
、
入
手
ル
ー
ト
を
知
る
上
で
の
手
が
か
り
と
な
り
う
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 お
わ
り
に 

 

以
上
、
こ
こ
ま
で
、
二
つ
の
北
方
図
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
き
た
。
「
松
前
え
そ
図
」
に

つ
い
て
は
、
茶
山
の
図
の
入
手
ル
ー
ト
、
筆
写
時
期
な
ど
に
つ
い
て
修
正
を
行
っ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
地
図
資
料
が
、
文
化
五
年
段
階
で
、
西
国
街
道
の
宿
場
町
・
福
山
藩
領
神
辺
に
伝

わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
蝦
夷
地
に
関
す
る
情
報
の
広
が
り
を
考
え
る
上
で
興

味
深
い
事
例
と
言
え
る
。 

 

一
方
の
「
文
化
元
年
東
日
本
伊
能
小
図
」
の
写
本
「
従
尾
張
国
至
蝦
夷
北
極
出
地
度
量
図
」

は
「
針
孔
を
持
た
な
い
伊
能
図
」
で
は
あ
る
が
、
伊
能
忠
敬
が
測
量
活
動
を
実
施
中
で
あ
り
、

幕
府
に
上
呈
し
て
数
年
以
内
と
い
う
時
期
に
、
地
方
に
非
公
式
な
ル
ー
ト
で
伝
わ
っ
て
い
た

こ
と
を
示
す
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。 

 

今
回
、
こ
の
両
図
か
ら
幕
府
系
の
北
方
図
が
製
作
後
数
年
程
度
で
地
方
に
伝
播
す
る
と
い

う
現
象
が
共
通
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
時
期
の
在
野
の
知
識
人
に
よ
る
地
図
利
用
や
収
集
目
的
に
つ
い
て
は
、
文
化

初
年
の
ロ
シ
ア
と
の
外
交
問
題
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
史
料
上
の
制
約
や
事
例
の
不
足
か

ら
検
討
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
よ
り
多
く
の
事
例
を
集
め
た

上
で
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
今
年
度
、
国
内
最
大
級
の
古
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
守
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屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
今
後
、
さ
ら
に
調
査

研
究
や
公
開
・
活
用
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
稀
有
な
資
料
群
が
所
収

す
る
貴
重
な
資
料
は
、
菅
茶
山
関
係
資
料
な
ど
当
館
所
蔵
の
資
料
を
始
め
、
様
々
な
資
料
と

併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
知
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し

た
い
。 

 【
付
記
】 

本
稿
は
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
平
成
三
〇
年
度
企
画
展
「
初
公
開
！ 

世
界
を
驚
か
せ
た
日
本
人
の

地
図
づ
く
り
」
の
関
連
行
事
と
し
て
、
展
示
会
の
主
担
当
で
あ
っ
た
筆
者
が
行
っ
た
記
念
講
演
会
「
守

屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
文
化
元
年
伊
能
小
図
に
つ
い
て
」
（
同
年
九
月
二
十
二
日
実
施 

於
広
島
県
立

歴
史
博
物
館
講
堂
）
の
発
表
内
容
を
基
に
作
成
し
た
。 

                 
 

【
注
】 

１ 

平
成
十
年
度
春
の
企
画
展
「
菅
茶
山
と
そ
の
世
界
Ⅱ
―
黄
葉
夕
陽
文
庫
の
概
要
―
」
、
平
成
二 

十
四
年
度
夏
の
企
画
展
「
菅
茶
山
と
化
政
文
化
を
彩
る
七
人
の
巨
人
た
ち
―
菅
茶
山
と
そ
の
世
界
Ⅳ 

―
」
な
ど
。
上
記
展
示
会
の
展
示
図
録
に
は
「
松
前
え
そ
図
」
の
図
版
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

２ 

「
蝸
角
檮
杌
」
（
重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
〔
指
定
番
号 

文
書
記
録
類
№
２
〕
）
。 

３ 

「
蝸
角
檮
杌
」
な
ど
茶
山
が
残
し
た
日
記
に
は
、
書
籍
な
ど
を
貸
借
し
た
記
録
が
他
に
も
多
数
見 

ら
れ
る
が
、
用
字
と
し
て
「
貸
」
・
「
借
」
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
る
一
方
、
本
件
の
よ
う
な
「
仮
」 

は
他
に
は
見
ら
れ
ず
、
他
の
記
述
の
検
討
か
ら
も
茶
山
が
「
仮
」
を
貸
借
の
ど
ち
ら
の
意
味
で
使
用 

し
た
の
か
判
断
が
で
き
な
か
っ
た
。 

４ 

秋
月
俊
幸
『
日
本
北
辺
の
探
検
と
地
図
の
歴
史
』
北
海
道
大
学
出
版
会 

一
九
九
九
年 

二
四
八
ペ 

ー
ジ 

５ 

阿
部
家
文
書
の
中
の
近
藤
系
の
北
方
図
「
蝦
夷
地
図
」
が
あ
る
が
、
本
図
を
紹
介
し
た
二
〇
一
五 

年
の
福
山
城
博
物
館
展
示
会
『
福
山
阿
部
家
展 

受
け
継
が
れ
た
武
家
資
料
』
の
展
示
図
録
の
解
説 

に
よ
れ
ば
、
幕
末
の
嘉
永
期
に
板
倉
伊
予
守
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

６ 

重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
の
地
図
の
中
で
、
同
一
図
が
複
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
例
は
「
松
前 

え
そ
図
」
の
他
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

７ 

菅
茶
山
が
所
蔵
し
た
「
松
前
え
そ
図
」
に
は
、
地
図
中
の
九
か
所
に
わ
た
り
、
蝦
夷
地
各
所
の
地 

勢
や
地
形
な
ど
の
情
報
が
茶
山
の
筆
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
地
図
そ
の
も
の
を
写
し
た
の
は
お
そ
ら 

く
茶
山
本
人
で
は
な
く
、
門
下
生
な
ど
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
墨
書
は
茶
山
の
筆
と 

み
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
、
借
り
た
地
図
に
こ
れ
ら
の
情
報
が
書
い
て
あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、 

図
を
写
し
た
後
で
得
た
情
報
を
、
茶
山
が
記
し
た
と
考
え
る
方
が
穏
当
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、 

東
平
か
ら
の
蝦
夷
図
借
用
期
間
中
の
文
化
五
年
五
月
十
一
日
の
日
記
に
、
「
松
前
人
来
乞
書
」
と
い 

う
記
述
が
あ
り
、
注
目
し
て
い
る
。
東
平
自
身
も
蝦
夷
地
へ
の
渡
航
経
験
は
な
い
。 

な
お
、
菅
茶
山
は
伊
能
忠
敬
に
蝦
夷
地
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
回
答
に
当 

た
る
書
状
が
菅
茶
山
関
係
資
料
中
に
一
点
残
さ
れ
て
い
る
が
、
「
松
前
え
そ
図
」
に
記
載
さ
れ
る
情

報
と
は
一
致
せ
ず
、
伊
能
忠
敬
が
情
報
源
と
も
考
え
に
く
い
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
の
「
松
前
人
」
に
対
し
て
、
茶
山
は
、
あ
る
い 

は
蝦
夷
地
の
地
図
を
広
げ
な
が
ら
、
様
々
な
情
報
を
書
き
留
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
「
松
前 

人
」
の
名
前
等
は
不
明
で
あ
る
。 

８ 

秋
岡
式
次
郎
氏
が
、
「
伊
能
図 

従
尾
張
国
至
蝦
夷
地
極
出
地
度
量
図 

同
図
説 

文
化
四
年
六 

月
澣
花
井
模
写
」
が
昭
和
一
〇
年
代
に
東
京
大
橋
図
書
館
書
庫
増
築
記
念
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
い 

た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
（
秋
岡
論
文 

昭
和
四
十
二
年
）
。 

９ 

国
宝
伊
能
忠
敬
関
係
資
料 

指
定
目
録
（
地
図
・
絵
図
編
）
に
は
こ
の
よ
う
な
「
●
●
よ
り
▲
▲ 

に
至
る
～
」
と
記
さ
れ
た
資
料
名
の
地
図
資
料
が
多
い
。
「
自
江
戸
至
奥
州
沿
海
図
」
（
指
定
番
号 
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59
）
な
ど
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。 

な
お
、
当
該
目
録
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
（
令
和
三
年
八
月
十
日
、
最
終
ア
ク
セ
ス
） 

https://www.city.katori.lg.jp/sightseeing/museum/kokuho.files/kokuhou-Catalog-01.pdf 

10 

箱
田
良
助
は
、
「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」
完
成
目
前
に
し
て
伊
能
忠
敬
が
亡
く
な
っ
た
後
、
同 

事
業
を
引
き
継
い
で
完
成
に
こ
ぎ
着
け
た
人
物
で
、
榎
本
家
の
養
子
と
な
り
晩
年
は
旗
本
と
し
て
勘 

定
方
に
務
め
る
な
ど
、
伊
能
忠
敬
の
門
下
で
は
出
世
頭
で
あ
っ
た
。
ま
た
良
介
は
、
幕
末
維
新
期
の 

政
治
家
榎
本
武
揚
の
実
父
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。 

11 

ち
な
み
に
、
「
旧
伊
能
家
本
」
の
プ
ラ
ン
は
、
地
図
を
描
く
上
で
最
小
限
の
紙
が
貼
り
継
が
れ
て 

い
る
の
に
対
し
、
本
図
は
周
囲
の
余
白
が
「
旧
伊
能
家
本
」
よ
り
も
少
し
ず
つ
広
く
取
ら
れ
て
い
る
。 

お
そ
ら
く
図
を
写
し
取
る
上
で
、
原
図
の
各
部
分
に
紙
を
敷
い
て
写
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
本
図 

が
「
旧
伊
能
家
本
」
の
系
統
の
図
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

12 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
平
成
三
十
年
に
伊
能
忠
敬
記
念
館
の
酒
井
一
輔
氏
か
ら
、
一
つ
の
可
能
性
と 

し
て
旧
伊
能
家
本
も
、
本
来
は
「
従
尾
張
国
至
蝦
夷
北
極
出
地
度
量
図
説
」
の
よ
う
な
別
帖
が
存
在 

し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
、
と
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
従
来
、
こ
の
旧
伊
能
図
本
に
測
量
デ 

ー
タ
や
凡
例
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
「
控
え
図
の
た
め
、
序
文
、
凡
例
、
里
程
表
な
ど 

の
記
載
は
な
い
。
」
（
渡
辺
一
郎
・
鈴
木
純
子
『
伊
能
忠
敬
の
地
図
を
よ
む 

改
訂
増
補
版
』
七
二 

ペ
ー
ジ
）
と
い
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
控
え
図
で
あ
る
な
ら
ば
、
序
文 

や
識
語
は
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
凡
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
地
図
そ
の
も
の
が
理
解
で 

き
な
い
こ
と
に
な
り
、
従
来
の
解
釈
で
あ
れ
ば
、
こ
の
点
が
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で 

も
本
図
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
旧
伊
能
家
本
」
の
解
釈
に
も
見
直
し
を
迫
る
も
の
で
あ
る
と
言 

え
る
。 

13 

菅
茶
山
も
鈴
木
甘
井
も
、
こ
の
ほ
か
に
も
地
図
資
料
を
収
集
し
て
い
る
。
近
世
の
知
識
人
と
呼
ば 

れ
る
人
た
ち
の
地
図
収
集
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
博
物
学
的
な
収
集
の
一
環
と
し
て
、
彼
ら
の
ネ
ッ 

ト
ワ
ー
ク
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
上
杉
和
央
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、 

茶
山
も
甘
井
も
、
博
物
学
的
な
関
心
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
彼
ら
の
地
図
収
集
も
同
じ
文
脈
で
捉 

え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
上
で
、
彼
ら
が
文
化
年
間
に
お
い
て
今
回
取
り
上
げ
た
よ
う
な
幕
府
が
関
わ
っ
た
北
方
図
を
入 

手
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
を
始
め
と
す
る
対
外
危
機
的
な
意
識
が
基
底
に
あ
っ
た
た
め
で 

は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。 
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